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鏡もちと鏡開き

正月は、１年で最初の行事です。１年の始まりを祝い、
一家の健康と幸せを祈ります。
鏡もちは、年神様を迎え入れるために神仏の前や床
の間などに飾ります。大小二つのもちを重ね、太陽と月、
陰と陽を表し、「重ね、重ね」と願う気持ちが込められて
います。
鏡開きの鏡は、「円満」を、開くは「運を開く」を意味し
ます。1月11日に年神様にお供えしていたもちをおろし
て、木づちなどで叩いて小さくし、おしるこなどにしてい
ただきます。


